【茨城史料ネットニュースレターNo.103】
□ふるさと歴史講演会「被災した歴史資料が語る北茨城の歴史」参加記

茨城史料ネットでは、2014年2月8日に「ふるさと歴史講演会　被災した歴史資料が語る北茨城の歴史」を開催しました。
これは、北茨城での被災史料レスキューの成果を地元の皆様に紹介・説明するために企画したものです。概要については、下記のURLをご確認ください。

ふるさと歴史講演会　被災した歴史資料が語る北茨城の歴史
URL：http://ibarakishiryou.web.fc2.com/info/kitaibaraki-1.jpg

このたび上記の企画につきまして、国文学研究資料館教授・大友一雄氏から参加記をお寄せいただきました。ぜひご味読ください。
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ふるさと歴史講演会「被災した歴史資料が語る北茨城の歴史」参加記

　茨城史料ネット主催のふるさと歴史講演会「被災した歴史資料が語る北茨城の歴史」が、2014年2月8日(土)、北茨城市磯原駅近くの「北茨城市民ふれあいセンター」で開催された。前日から天気予報、ニュースなどが盛んに大雪情報を流し、当日は雪が降りしきるなかでの開催となったが、地元の方々をはじめ50人程の参加があった。高橋修さんが司会を務め、白井哲哉・西村慎太郎・井上拓巳・添田仁さんの報告が順番になされた。各報告は、いずれも企画の目的に添って準備されており、全体を通して聞くことによって、より一層大きな成果と課題を参加者に伝えたように思われた。
　そのように判断したのは、①報告者がいずれも当地の被災資料を用いて、その価値とそこから見出される豊かな歴史像の提示に努めていた。②茨城史料ネットの活動は、茨城県はもちろん隣接する福島・栃木にも及んでいるが、今回のシンポでは、北茨城市での被災資料に限定して、会場を当地に設定して準備した。また、当時、茨城史料ネットでは当地の資料所蔵機関と連携して2つの企画展示を実現していた。すなわち、北茨城市歴史民俗資料館での特別展示「発見!!土蔵の中の文化遺産－震災を乗りこえた古文書・古写真・民具－」と、野口雨情生家・資料館での特別展示「長久保紅堂－雨情との友情－」である。③報告者が、救出活動や資料整理作業へ参加するなかで、新規にテ－マを設定したことにも注目された。白井報告「地域の歴史資料を守ることの意義」は、個人などが所蔵する何気ない品物に注目し、それが内包する歴史情報の豊かさを伝え、保存の必要性を伝えた。また、西村報告「蔵から飛び出した『飄軽者』、長久保紅堂」は、磯原出身のジャーナリスト長久保紅堂（野口雨情の友人）を、戦前戦中の書簡類の分析を通じて、彼の人間性に注目しながら、その活動を当時の社会状況のなかに位置づけることを試みた。野口雨情生家・資料館での特別展示に関連させたものである。井上報告「鈴木主水と平潟商人」は、奥州航路の湊の一つ平潟の商人活動をとくに塩商売を通じて論じた。商圏が内陸部の塙・棚倉・二本松などへと広がること、また、仕入れが西日本に及ぶことなどを指摘し、平潟商人・平潟湊が福島内陸部（那珂川上流域）と西日本を結び付けていたことを指摘した。井上さん自身の以前からの研究を踏まえた報告は、内陸部と日本諸国とを取り結ぶ結節点としての平潟の役割をクローズアップさせてくれた。そして、添田報告「〝発見〟された敵討－平袖と平潟にて－」は、平潟と内陸部を結ぶ棚倉街道（平潟街道）沿いの山小屋村平袖で起こった仇討ち事件に注目し、いくつかの論点を並行して展開させてくれた。ひとつは仙台藩足軽の子孫による仇討ち事件の顛末、そして、事件の背景に関わらせて、当時の平袖が街道の運送稼ぎの「牛方」の村であること、平潟が棚倉や塙などの外港として年貢米の積出港としても機能し、運送業者が欠かせぬものであったことなど、現在、高齢化や過疎化も進む山間地の平袖からは想像しがたい地域像を巧みに、文化面と物流面から描き出していた。「牛方」の指摘は、井上報告の物流の内容をも膨らませたといえる。
　高齢化や産業構造の変化は、港町平潟でも同様であり、当時の歴史を伝えるものは急速に減少しつつある。今回の震災を契機として、平潟の浦役人鈴木主水の屋敷が取り壊され、また、町中に点在した土蔵もそのほとんどが姿を消すことになった。救出活動については、すでに同ネット関係者が各所で報告してきたが、今回の取り組みは、その救出した資料の価値を、「地域の文化遺産」として明確に提案した点が最大の特徴であり、各報告はそのための意欲的な取り組みと理解できた。報告者は、救出した文化遺産を用いて、失われつつある地域の歴史・文化をたいへん興味深く示してくれた。地域の生んだジャーナリストの活動や、平潟・平袖の広範な物流活動への注目は、やや閉塞感がある現代の地域社会にあって、たいへん興味深いテ－マであり、資料の価値をわかりやすく伝えることに成功していたのではなかろうか。参加者の中には、棚倉方面の方々もおられ、今後、棚倉街道（平潟街道）に関する掘り起こしが共同で進むことなども期待されたことであった。
　なお、蛇足であるが、紹介者はこの街道沿いの村方に生まれた。少年時代、山小屋村の祖父からは棚倉藩との交流について断片的に話しを聞かされることがあったが、何故棚倉なのか、まったく想像も出来なかった。しかし、今、改めて先祖の婚姻圏などを振り返ると古いものほど街道沿いに広がりを確認できる。江戸時代の宗門帳を分析できれば、棚倉方面との人的な関係も一層明らかになるのかもしれない。
　課題は、救出された「地域の文化遺産」の保存活用に関する体制作りであろう。震災を免れた資料も過疎化・高齢化などにより危機に瀕しているケースが少なくない。これらも含めた対策が必要である。救出された資料（「地域の文化遺産」）などの保存について、県など行政の取り組みが進みつつあるとの報告もあった。震災を語り継ぐモノとしても重要であると思われるので、おおいに期待したい。
　そして、重要なことは、救出・保存活動に若い方々が多数参加してきたことではなかろうか。2011年夏、平潟での活動が開始されたとき、私も同行させていただいたが、学生達にははじめてのことで作業に戸惑う様子も見られた。半年を過ぎたころにまたお邪魔すると、学生の皆さんの作業振りには、目を見張るモノがあった。作業に無駄が無く、率先して活動に従事していた。顔つきも自信に溢れていると私には感じられた。
　若い彼らの取り組みによって、蔵出しの文化遺産は、震災の記憶を伝えるものともなった。その文化遺産を疎かにはできないとの思いを、シンポジウムを通じて改めて強くした。このことをとくに記しておきたい。（シンポジウムは、夕方に予定通り閉会したが、予報通りの大雪となり、常磐線不通、停電など想定外の惨事となった。この意味でも「記憶」されるシンポであった）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[文責　国文学研究資料館教授大友一雄]
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大友一雄さま、どうもありがとうございました。

今後とも茨城史料ネットをご支援たまわりますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
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